
運動会 ～みんなでつなごう心のバトン 笑顔と絆の二刀流～
５月２７日(土)、「みんなでつなごう心のバトン 笑顔と絆の二刀流」のスローガンの

もと、今年度の運動会が実施されました。４年ぶりに入場者の制限を廃し、地域のみ
なさまにも観覧いただいての運動会となりました。天候にも恵まれ、子どもたちも思
いっきり演技することができました。観覧者のみなさまにも１年生と一緒に玉入れを
楽しんでいただくなど、素晴らしい運動会ができましたこと心より感謝申し上げます。

１段目国旗･校旗入場 【写真】
２段目左から、開会式(児童宣誓･窓にスローガン)、玉入れ(かごいっぱいになあれ 紅･白)、閉会式(PTA会長あいさつ)
３段目左から、中学年表現(西小ソーラン2023)、低学年表現(サチアレ～西小にしあわせを～)、高学年表現(情熱大陸～星･森･水･花～)
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～揖西西小学校の教育方針等をお伝えします～

★個別懇談会時の駐車場について
7月12日(水)･13日(木)･14日(金)の3日間、個別懇

談会を計画しています。これまで学校周辺の地域の
みなさまには、来校者の駐車の件でお世話になって
おりましたが、昨年度末に、校地内におよそ20台を
駐めることのできる駐車場を整備していただきまし
た。個別懇談会では、保護者は時間差での来校とな
りますので、駐車スペースは校地内のみで十分であ
り、農道やJA等にお願いする必要がなくなりました。
なお、授業参観等一度に多数の方が来校するような
行事･教育活動時においては、これまで同様、来校
者の駐車スペースをご依頼いたしたく存じます。ご
無理を申しますが、何卒よろしくお願いいたします。
★「着衣泳」について

「水泳･水遊び」の授業の最終日に、どの学年も
「着衣泳」を実施します。昨年度も記載しましたが、
毎夏、日本のどこかで、子どもが犠牲となる水難事
故が起きています。そこで万一に備え、服を着たま
ま、靴を履いたままで入水し、命を守る行動を学習
をすることにしています。とても大事な学習です。
準備物等は、学年通信等で改めて連絡します。
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《５月１８日（木） 学び舎学級｢開級式｣》
根本運営委員長さま、苗村校区自治会長会会長さま、

市教委人権教育推進課田中指導主事さまのご臨席のも
と、新しくなった構教育集会所で開催しました。年間
25回の実施を予定している学び舎学級では、自然の中
での体験や地域の方を講師に招いての体験学習など学
校の授業にはない学びや、限られた時間ではあります
が、集会所職員と本校教員
が交代で学級生個々の学習
課題の点検等を行います。

《４年｢福祉体験｣》
・５月３０日（火）｢手話体験｣・６月５日（月）｢点字体験｣
・６月１６日（金）｢アイマスク体験｣・６月２２日（木）｢車いす体験」
手話や点字といった普段あまり使用しない言語や文

字に触れたり、白杖や車いすのことを知ったりして、
子どもたちの世界が少し広がったように感じました。
この社会は実に様々な特性のある人たちの集合体であ
り、自身もまたその一員であることを自覚してもらい
たい、そして、各人の異なる個性
を尊重し合える「共に生きる社会」
の実現に向けて、これからも学び
続けてほしいと願っています。

《５月３１日（水）｢避難訓練｣》
今年度初の避難訓練は、地震発生を想定して実施し

ました。大地震が発生した場合、揺れが収まったら周
囲の状況を確認し、写真のように落下物から頭を守る
などの手立てをして身を守りつつ
安全な場所へ避難することが大切
です。子どもたちは、「おはしも
ち(押さない･走らない･喋らない･
戻らない･近づかない)」の合言葉
を守って、避難できていました。

点字体験

《６月７日（水） 4年「エコロ見学」》
社会科の「ごみのしょりと活用」

の学習の一環で、揖龍クリーンセ
ンター･エコロを見学してきまし
た。ごみがどのように処理されて
いるか、資源ごみとして集められ
たものがどのようにリサイクルされているか、実際に
見たり話を聞いたりして、生活環境を整え人々の暮ら
しを守る仕事について、しっかりと勉強してきました。

《６月８日（木） ２年｢町探検｣》
4グループに分かれ、それぞれ

｢揖西郵便局･構教育集会所｣、｢徳
行寺･住吉駐在所｣、｢福田製菓･セ
ブンイレブンたつの揖西南山店(写真)｣、
｢中央学校給食センター･認定こど
も園あそびの丘｣を訪問、さらに自治会の公民館や公
園、七つ井戸など道中の各所を探検しました。途中い
ろいろと教えていただき、子どもたちは、ふるさと揖
西西について、もっと学びたいと思ったようです。

《６月９日（金） ６年｢租税教室｣》
税務署、納税協会の協力を得て、
税がないとどのような社会になっ
てしまうのか、どのような税があ
って、どのように使われているの
かなど、DVD視聴や講話をとおして学んでいきました。
アタッシェケースに入った１億円の札束（もちろんダ
ミー）を見せてもらうなど楽しみながら学習を進め、
納税の大切さについて考えるよい機会となりました。

《表彰》 ～受賞者のみなさん、おめでとう(敬称略)～
★たつの市民体育大会陸上競技小学生の部
100m6年女子第1位：田渕乃々華(15秒08)
800m6年女子第3位：竹内栞渚(3分03秒86)
800m6年女子第4位：山田光空(3分06秒97)
800m6年女子第7位：小谷明日香(3分21秒84)
800m6年女子第8位：田坂こはる(3分24秒05)
4×100mリレー6年女子第4位(1分03秒91)

：原田日鞠･山田光空･板野小陽･可藤心羽
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竹の力強い生命を感じさせる詩です。子どもたちも今、多くのものを汲みあげているに違いあ
たけ ちからづよ せいめい かん し こ いま おお く ちが

りません。思春期に汲みあげた知識や知恵は、一生の宝物となり得ます。いっぱい考え、そして
し し ゆ ん き く ち しき ち え いつしよう たからもの え かんが

自分のものとして獲得していってもらいたいものです。
じ ぶん かくとく


